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自見はなこ氏の政策

①国民皆保険の堅持
新型コロナウイルス感染症対策にあって、今ほど地域の医療提供
体制の大切さが国民に認知されている時期はありません。国民皆
保険は、日本の社会的安定に不可欠な制度であり、日本の文化と
風土に極めて適したものであります。経済格差が医療格差につな
がることのないよう、これを次世代のためにも継続して発展させ
守っていくことが私の使命であると考えます。

②医師の団結と主張の大切さ
少子化が進み超高齢社会にあるわが国において、厳しい財政事情
や地方の過疎化も相まって、ユニバーサルヘルスカバレッジの維
持にもますます困難を強いられることが予想されます。新型コロ
ナウイルス感染症対策にあって、我々医師は、必死で国民の健康
と命を守るため活動をしています。医師が安心して働け、国民へ
奉仕できるよう、今こそさらなる団結を深めていくため活動を展
開していきます。

③医師の養成課程・医師の労働環境の整備・地域医療構想
新型コロナウイルス感染症対策に当たり、医師の労働環境の課題
は、さらに表面化して参りました。その最中に医師の働き方改革
が実行されようとしています。同時に地域医療構想の医療計画が
進もうとしています。日本の医療は医師や医療従事者の使命感と
たゆまぬ献身的な努力によって支えられていますが、医師はほか
の職業と比較して、未だ過酷な勤務条件および法的保護の環境整
備が不十分なもとでの勤務を強いられている現状があります。医
師の働き方改革、地域医療構想、医師養成課程のあり方、医師偏
在対策を一体的に国民のために政策を進めて参ります。

④医師の男女共同参画
医学部教育六年間とその後二年間の臨床研修を積んだ女性医師が
出産等のライフイベントにあっても医師としての専門性を活かし
つつ活躍できる場所をつくることが、医療全体の安定と質の向上
に不可欠な要素であります。子育てや介護などさまざまな家庭の
事情もあるなかで、男性女性に関わらず、医師が安心して家庭生
活を営め、かつ医療を提供できる環境づくりを行います。

（日本医師連盟ニュース 2020 /10 /25付 第126号より）
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自見はなこ氏プロフィール

1976年 (昭和51年)2月15日生

長崎県佐世保市生まれ、AB型、水がめ座

福岡県北九州市育ち

2004年 東海大学医学部医学科 卒業

東海大学医学部付属病院 初期研修

2006年 池上総合病院 内科後期研修

2007年 東京大学医学部小児科入局

同附属病院小児科勤務

2008年 東京都青梅市立総合病院小児科

2009年 虎の門病院小児科～現在(非常勤)

2015年 日本医師連盟参与

2016年 参議院議員選挙比例区(全国区)当選

(210,562票)

2019年 厚生労働大臣政務官(～2020年9月)

2020年 日本医師会参与

現 在 参議院厚生労働委員会理事

自民党青年局代理

自民党中央政治大学院副学院長

自民党厚生労働部会副部会長

＜免許・資格＞

日本内科学会認定内科医

日本小児科学会小児科専門医

＜趣味＞

マラソン、読書、旅行、

神社･仏閣めぐり

＜好きな食べ物＞

フルーツ、納豆

＜好きな言葉＞

「一生懸命」

※福岡市医師連盟では、第26回参院選に関する選挙対策速報を随時発行していく予定です。
皆様のご理解・ご協力をお願い致します。
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百道浜１-６ -９
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